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マクロマーケティング研究の特徴と類型
What is Macromarketing? : 

















テイングの研究範囲は以下の 3つである (Fisk，G. 1981， p.3)。








28 『明大商学論議」第 96巻第 1号 (28 ) 











一般的に，マクロ・マーケティング研究の始祖はウェルド CLouisD. H. Weld) とされてい



















ciationに発表されたのは 1894年である。この発見は Kinley，David 1894“Credit instruments in 
retai1 trade"， Publications 01 the American Economic Association 10 (March)， pp.72-78.の論文
に依拠している。そしてこの論文では，信用証券の利用は小売業の売上高に積極的な影響を与えたと結
論付けている。これはウェルドの市場配分 (marketdistribution)より 20年も早かった (Bussiere
2000)。


































(6) 例えば， Fiskはマーケティングの起源を古代ローマの市場 (forum)に求めている。この際のマー
ケティングは，市場での売買活動 (marcari)を指していた (Fisk1967， p.9)。
























ドを強調するようなものであった CShaw1915 ;森下 1958，pp.8-9)。このようにマーケティン
グは独占資本聞の非価格的競争の要請の中で生まれ，研究が始められたのである(森下 1958; 
(7) 一般的にマーケティングの体系的研究を始めたのはA.W. Shawと言われている。彼がマーケティ
ング研究のパイオニアと言われる故は， 1912年8月の QuarterlyJournal 01 Economicsに掲載された










(31 ) マクロマーケティング研究の特徴と類型 31 





























(11) 森下によれば， 1921年に始められたこの運動当時では，毛布のサイズは 78種類，メタル・ラスは










tion of Marketing Teachers)によるマーチャンダイジングの定義04】などからマーケティング
研究は，如何に販売するかという研究から如何に売れるものを生産するかという消費者を意識し











的な研究は， P. J. Verdoornのマーケティング・ミックスやHowardのマーケティング・マネ













































コンシューマリズムは 1900年代と 1930年代から台頭した消費者運動とは異なる。 1900年代
と1930年代の消費者運動は不況のなかで行われた。 1930年代までの消費者運動によって挙げら
れた成果は，主に 2つある。 lつは， トラスト価格に対抗するための消費者協同組合(日本の生
協にあたる組織)の成立である。もう lつは， 1936年に設立したアメリカ消費者同盟 (Con-










いう名が付けられた(呉 1970a;呉 1970b;安倍 1985など〕。
安倍によれば，コンシューマリズムを発生させ促進させた大きな要因の Iつは 1960年代前後























































































































誌のタイトルから見てとれるように， Macro Marketingではなく Macromarketingへと変わっ
たので‘ある。
そこで本節第 1項では.]MMが発刊するまでの位置づけ論争について概観し，初期のマクロ












38 「明大商学論叢」第96巻第 1号 (38 ) 
ロラド大学で行われたマクロ・マーケティング・セミナーは，こうしたアイディアの産
物である。出版物やその他の専門的業績からみて，社会的観点によるマーケティング





























Shawver and Nickels 1981と薄井1998を参照。
(24) マーケティング・サイエンス論争の詳細は荒川祐吉 1960，マーケティング境界論争の詳細は田村
1977を参照。
(39 ) マクロマーケティング研究の特徴と類型 39 
多くのマーケティング研究者はパースペクティブ基準でミクロとマクロを分類している




































営利 O O 
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最後の 3つ目は， Quality of Life (以降， QOLと略す)や消費と文化などの消費に閲する研究







① Competition， Markets， and Marketing Systems 
② Marketing History 
③ Marketing Ethic and Distributive Justice 
④ Marketing and Development 
⑤ Quality of Life 
⑤ Global Policy and Environment 











な相互作用の関係にあるかを知ることも市場を知る重要な方法であると Laytonand Grossbart 
らは再提議している (Laytonand Grossbart 2006)。こうした提議およびJMMにおけるマー
ケティング・システムズ研究の不足に対する批判慨を受けて， 2007年では Fiskや Nason
Layton， Shapiroの促進のもとでマーケティング・システムズの研究も本研究に加えられた
CShultz 2007， p.4)。
② Marketing History(27) 
Jones & Shawによればマーケティング・ヒストリーがマクロマーケティング研究にとって重
要だと認識された理由は2つある。 1つは，多くのマクロマーケティングの現象は当該現象の変
(25) 1998年春号から 2006年12月号までは， Competition and Marketsという研究テーマセクションで
あった。そして2007年春号より Competition，Markets， and Marketing Systemsという名称に変更
された。本研究テーマの概観は，JMMの1998年(第四巻第 l号， pp.4-5)， 2007年(第27巻第1号，
p.4)， Layton and Grossbart 2006を参照した。
(26) マーケテイング・システムズ研究の概観，および研究不足に対する批判の詳細は， Layton and 
Grossbart 2006を参照。
(27) JMMの1998年第 18巻第 l号の Fromthe Editors， pp. 6-7とHollander2001および Jones& 
Shaw 2006を参照して作成。
42 「明大商学論叢」第96巻第l号 (42 ) 
遷研究，すなわち歴史研究を通じて明らかにされている。もう lつは，マーケティングにおける




にJMMは， The Conferenc巴onHistorical Analysis & Research in Marketing (以降，
CHARMと略す)と正式の協力関係を結んだ。これを契機に CHARMで発表された多くの研究
が，JMMに載るようになった(Jones& Shaw 2006)。
























































(30) JMMの1998年第 18巻第 l号の Fromthe Editors， p.6と薄井2003aを参照して作成。
(31) 今日ではこのマーケティングと開発のトピックによって「マーケティングと開発J(http://www. 
ismd.org/)という独自の学会が設立されている。






44 「明大商学論叢』第96巻第 l号 (44 ) 




























(34) JMMの1998年第18巻第l号の Fromth巴Editors.p. 101と三上1995を参照して作成。




views and Communicationを除けば，どのテーマも 3回以上取り上げられている。そしてもっ
とも多く採り上げられている研究テーマは，マーケティング・ヒストリー (4回)と Global


























(35) マクロマーケティングの研究範囲の広さに対して，“Macromarketingis what macromarketers 
do!" (Layton and Grossbart 2006， p.195)という皮肉を込めた笑い話もある。

































しいJ(Jones & Shaw 2006. p.181)という両者の思惑が一致したからである。言い換えれば.マーケ
ティング・ヒストリーの研究セクションが設けられたことは，研究テーマの特性からではなく .JMM 
とマーケティングの歴史学者の個々の思惑が合致した歴史的な構成物であると言えよう。
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